
○ 千 葉市中 央立体 駐車場会議 室使用 要綱  

 

 

(趣旨 ) 

第 1 条  こ の 要 綱 は 、 千 葉 市 中 央 立 体 駐 車 場 の 会 議 室  (以 下 ｢会 議

室 ｣という。 ) の 使用に関し 、 必要 な事項を定 めるも のとする。  

 

(使用許可の申 請 ) 

第 2 条  会議室の 使用を受け ようと する者は 、会議室 使 用許可 申請 書

（別記様式 ）を使 用しようと する日 の 7 日前ま でに市 長に提出し

なければな らない 。  

 

(使用許 可 ) 

第 3 条  会議室は 、次の各号に 該当す る場合に使 用を許 可するもの と

する 。  

(1) 千葉市中央立 体駐車場に 近接す る 町内自治 会、商 店振興会等

が会議、役員会、事 務打ち合 せ 等の公 益的活動の ために 供すると

き。  

(2) その他、本市 の事務事業 の執行 上、 使用さ せるこ とが適当で

あると認め られる とき。  

 

(使用の 制 限 ) 

第 4 条  市 長 は 、前条の規定 により 使用の許可 を受け た 者（以下「使

用者」という 。）が 、次の各号の 一に 該当すると きは、会議室の 使

用を 制 限 し、 も し くは 停 止 し又 は そ の許 可 を 取り 消 す こと が でき

る。  

(1) 第 6 条 に 規 定 す る 禁止行 為に該 当すると認 められ るとき。  

(2) 偽 り 、その他 不正手段に より使 用の許可を 受けた 事実が明ら

かになった とき。  

(3) 前 2 号 に 掲 げ る ほ か会議 室の管 理運営 上支 障があ ると認めた

とき 。  



 

（使用 料 ）  

第 5 条  使用者は 、次の各号に 掲げる 区分により 使用料 を納付しな け

ればならな い。  

 

使  用  時  間  使  用  料  

午 前 9 時から午 後 0 時まで  １，０００ 円  

午 後 1 時から午 後 5 時まで  １，０００ 円  

午 後 5 時 30 分 から午後 9

時 ま で  

１，０００ 円  

 

2  前項に規 定す る使用料は 、使用日 までに市長 に納付 するもの

とす る 。  

３  市長は 、特に 必要がある と認め たときは、 使用料 を減額し、

又は免除す ること ができる。  

 

(禁止行 為 ) 

第 6 条  会議室を 使用するに 当って は、次の 各号に掲 げ る行為をし て

はならない 。  

(1) 建 物 、工作物 その他の施 設（以 下「施設」 という 。）  を損

傷し 、又は 汚損し ないこと。  

(2) 危険物を持ち 込み、 又は 危険を 伴うことを 行 うこ と。  

(3) 飲酒をするこ と。  

(4) 放 歌 、高唱す ること。  

(5) 立ち入りを禁 止した区域 に立ち 入ること。  

(6) 前各号に掲げ るもののほ か、 施 設の維持又 は災害 の防止に支

障をきたす おそれ のあること 。  

 

附  則  

この要綱は 、 昭 和 61 年 7 月 15 日から施行する。  

 



附  則  

（施行期日 ）  

1 この要綱は 、 平 成 6 年 4 月 1 日から施行する 。  

（経過措置 ）  

2 この要綱施 行の 際、千葉市 中央立体 駐車場会議 室使用 要綱の規

定により作 成され ている様式 で、既に 存するもの は、この 要綱の

規定にかか わらず なお当分の 間、 使 用すること ができ る。  

 



 

千葉市中央立体駐車場会議室使用許可申請書

（あて先）　千 葉 市 長

申請者

住所

氏名

TEL

次のとおり千葉市中央立体駐車場会議室を使用したいので申請します。

使用目的

期間 年 月 日 　午前・午後 時から

年 月 日 　午前・午後 時まで

利用人数 名

責任者

持込品

使用料 円

備考

  年　　月　　日


